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本プロジェクトの参画メンバー

● 豊橋技術科学大学

○ 建築・都市システム学系　准教授　松尾幸二郎

○ 建築・都市システム学専攻　柏田晴一（当時・学部4年、現・大学院1年）

○ 建築・都市システム学課程　三浦涼（当時・学部2年、現・学部3年）

● 豊橋市都市交通課

● 豊橋鉄道株式会社

※本報告で掲載している図表には、上記学生が作成してくれたものがあります。

　ただし、本内容の一切の責任は松尾にあります。



研究背景・目的

3

豊鉄バスへの交通系ICカード支払い導入（令和7年3月15日）

豊橋市内および周辺の幹線・準幹線的な

公共交通機関で網羅的にIC支払いが利用可能に

➢ バス利用だけでなく

モード間の乗り継ぎ利便性も向上

➢ 豊鉄バスの乗降ログデータも取得可能に

これを契機に、

さらなるスマートモビリティの促進を通して

地域公共交通を活性化していくことが重要



研究背景・目的
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本研究の目的

IC支払いの利便性の高さや乗降ログデータを効果的・継続的に活用して行くことを見据え、

IC支払い利用実態把握やデータ信頼性の検証、データ分析・活用のためのツールや ノウハウの構築

具体的には

1) 公共交通利用者アンケートにより、IC支払い導入による移動や手段選択行動の変容等の把握

2) 効果的・継続的に乗降ログデータ分析を行うための可視化ツールの構築と、

乗降ログデータによる公共交通利用実態分析の信頼性の検証



1)

IC支払い導入による

移動行動の変容等の

把握
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調査概要
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調査概要
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調査概要
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調査概要
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結果：満足度
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結果：IC支払い導入前後の利用頻度変化
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結果：IC支払い導入前後の利用頻度変化
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結果：非IC利用者 によるICを使わない理由
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結果：乗継割引・マイレージポイント施策 の効果
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結果：乗継割引・マイレージポイント施策 の効果
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結果：乗継割引・マイレージポイント施策 の効果
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2)

乗降ログ可視化

ツールと信頼性検証
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豊鉄バス乗降ログデータ
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豊鉄バス乗降ログデータの概要

● 豊鉄バス管内の個別の乗降時のログデータ

● ICカード支払い時はもちろんのこと、現金支払い時のログデータも取得

（ただし、現金の場合は乗車バス停や乗車時刻の厳密な特定は難しい）

● 市電の乗車時のログデータも取得されている

（ただし、降車電停や降車時刻の厳密な特定は難しい）

● 乗降ログデータの主なデータ項目：

○ 路線名、乗車バス停、降車バス停、乗車時刻、降車時刻、支払方法、支払額など



乗降ログデータ可視化ツール
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乗降ログデータ可視化ツールの構築

● R Shinyを用いて、GTFSデータ、乗降ログデータを可視化することで、

関係者が活用するためのダッシュボードをWebアプリケーションとして構築

（ただし、現状はローカルベースで、どこまで公開するかは要協議）

● 具体的な機能：

○ GTFSデータ：バス路線地図、バス停間運行頻度地図

○ 乗降ログデータ：バス停別利用者数地図、バス停間OD利用者数地図、

月別利用者数グラフ、曜日別利用者数グラフ、時間帯別利用者数グラフなど

○ 期間を区切ってバス停間乗降者数の比較を行える機能

→施策やイベント等による効果の可視化が可能

○ バックデータをCSV形式、EXCEL形式、SHAPE形式などでダウンロード可能

→ダウンロード後に分析者が独自に表現可能
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乗降ログデータの信頼性検証
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人的乗降調査データとの比較

豊鉄バス㈱では、毎年5月〜6月に、人的に乗降調査を実施

（例：豊橋技科大線はR7/5/29(木)、5/30(金)に乗降調査を実施）

乗降ログデータと乗降調査データとの比較により、

乗降ログデータの信頼性を検証

系統別の「区間別通過人員」により比較

（「区間別通過人員」は行政による補助金交付に

　　大きく関係する輸送量や乗車密度の算出の基盤）



乗降ログデータの信頼性検証
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人的乗降調査データ(左)と乗降ログデータ(右)との比較結果

● 相対的な傾向は類似 → ログデータ間での相対的な比較は可能

● ログデータの方がやや過少 ← 乗車バス停情報が無いデータが除かれていることが要因の1つ

→ 乗降ログデータのみである程度補正ができないか
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乗降ログデータの信頼性検証
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人的乗降調査データ(左)と補正乗降ログデータ(右)との比較結果

● 乗降ログデータの系統別の補正率：総降車人数／総乗車人数 を用いて補正

→ 適切に補正された（平均絶対誤差が補正前：0.57人 → 補正後：0.47人）
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乗降ログデータの信頼性検証
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人的乗降調査データ(横軸)と補正前後の乗降ログデータ(縦軸)の散布図

● 他系統も含めて一定程度、過少傾向が補正されているが、まだ十分でない部分も

→ 今後、詳細な要因分析と補正方法の検討が必要



おわりに
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IC支払い導入による移動行動の変容等の把握

● IC支払い導入によりIC利用者のバス利用頻度が増加、特に買い物目的利用者で効果が大きい

● 割引施策を認知している利用者ほど利用意向が高く、ポイント付与率の増加が利用促進に影響

今後の展望

● 可視化ツールも含めたICカードデータ活用についての関係者間検討会の開催（4/21開催予定）

● GTFSデータ、乗降ログデータ、バスロケデータ、人流データ等を組み合わせたさらなる分析

（遅延・車内混雑状況の分析など）

乗降ログデータ可視化ツールと信頼性検証

● 乗降ログを分析・活用するための可視化ツールを構築

● 人的乗降調査データと類似傾向にあり信頼性は高く、補正によりさらに信頼性を向上可能
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